








The Cosmology of the Avata?saka-sutra and the






































































































































































































































説くところである︒同氏 ﹃華厳経﹄ しば ば現れ ﹁世界﹂
（蓮華蔵荘厳世界海︑華蔵荘厳世界海）
は︑経文の上では明瞭











した﹃延暦僧録﹄東大居士伝に見られ ﹁香水海中︑世界種︑蓮華蔵世界︑盧舎那仏﹂という表現 ︑そ こ を めすものであろう
（
27）︒


















































て︑たとえば次があげられよう︒ ﹃六十華厳 盧舎那仏品によれば︑﹁法身は︑しっかりと安定したもので崩れることはなく︑すべての多くの法界に充ち満ちている︒あらゆるところに多くの を現すことができ︑臨機応変に衆生を教化して善に導く
（
20）﹂という︒また︑
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なく種の中にあることを確認する︒ お︑この点に関 ては︑定方晟氏の研究 成果が大いに参考になろう
（
40）︒同氏の研究は︑ ﹃八十華








































































































































なく種の中にあることを確認する︒ お︑この点に関 ては︑定方晟氏の研究 成果が大いに参考になろう
（
40）︒同氏の研究は︑ ﹃八十華





















































整理した定方氏は︑ ﹃華厳経﹄の梵本の成立年代から判断し︑仏教の宇宙論は﹃華厳経﹄の宇宙論から﹃ 網経﹄の宇宙論へと展開したと考え議 を行って るようである
（
51）︒しかしながら︑東アジアに

































らしい︒大仏は報身であるとする見方が江戸時代以来 通説であるが︑家永三郎氏によれば︑そうではなく法身と見るべきのようである︒同氏によれば︑報身とする例 ︑平安時代以前 お てはまったく見出せない︒一方 たとえば﹃三代実録﹄貞観三年
（八六一）
























無数の﹁世界﹂が入っている︒世界は層をなし︑たとえば二 層をあげれば︑そ 一番下から十三番目の層 ﹁娑婆﹂と呼ばれる世界があり︑そこに在す 毘盧遮那如来世尊である︒そ て︑そ ぞれの世界は 上に行くほどより多く 無数 取 囲ま ているという︒以上により 毘盧遮那如来世尊
（すなわち盧舎那）
の在










るとする︒そして︑その上の十四番目の層にもまた穴があり種が入っているとするなどの混乱が見 れ ︒そして︑そのまま混乱を続け︑さらに ︑二十番目 層には無数の穴と無数 種 あるとする︒そして︑そこまでが一つの集まりで︑そ 十方にある同様な集まりを合わせたすべてが盧舎那が常に法輪を転ずるところで とする︒
　以上のように︑ ﹃六十華厳﹄は︑意味不明かつ﹃八十華厳﹄とは
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必ずしも違うものではないことを指摘し︑大仏が﹃六十華厳﹄に依拠したものであると解釈できな こ ない理由を述べる︒筆者はこの点により︑大仏は華厳教主像である する従来の説①をとりたい︒ただし︑正確には﹃六十華厳﹄に依拠する華厳教主盧舎那像いうべきであろうと考える︒
　前節で﹃梵網経﹄の内容は﹃八十華厳﹄の内容と違うことをしめ













迦を現し︑十億の菩提樹 下 それぞれに汝が問うところの菩提薩埵心地を説かせる︒そ 残り 九百九十九葉の上の釈迦も同じようにして︑すべてを合わせて千の十億倍の釈迦を現す の上の釈迦は︑われの化身である︒千の 倍 は︑千の化身である︒われはすでに本源となり︑名づけて盧舎那仏という（
59）﹂と説く︒　以上のように︑ ﹃梵網経﹄は︑千葉ある花弁の︿それぞれの花弁
の中に一つの三千大千世界が入っている﹀蓮の花托に在す盧舎那を説いている︒そして︑千葉の花弁のそれぞれ 上 は一尊 釈迦が在し︑さらには︑三千大 世界 中にあるそれぞれの閻浮提 一尊の釈迦が座しているとする
（
60）︒これほど大仏の意匠に符合する内容
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実際に本にされたのは﹃六十華厳﹄であっ ︾ 以上については︑第二章第三節で見 よう ︑ ﹃続日本紀﹄によれば︑ ﹃華厳経﹄が本にされていたよう ある︒そして︑第二章第四節 よび第五節 見たように︑大仏の意匠は︑ ﹃八十華厳﹄の内容に違うが︑ ﹃六十華厳﹄の内容と齟齬をきたすものではないようである︒これらの点は︑以上の仮説が成立し得ることをしめすも であろう︒
　︽仮説②︑ところが︑ ﹃六十華厳﹄の内容には重大な欠落などがあ
り︑その箇所を補うため ﹃梵網経﹄の内容が援用された︾ 以上については︑第一章第七節で見たように︑ ﹃六十華厳﹄ は 我々人類が住む娑婆世界をはじめ三千大千世界が宇宙のどこに位置すか不明である点を見落としてはならないであろう︒おそらく意匠








も見えるものになってしまっ ︾ ︒以上については︑第二章第四節で︑大仏の意匠は︑ ﹃梵網経﹄の内容には符合する ︑ ﹃八十華厳﹄の内容には違うことを明 かに たつもりである︒
　筆者は思うに︑今日我々は﹃八十華厳﹄をもって大仏を見るため

























見方が成立 たのは︑ある は︑ ﹃六十華厳﹄に依拠して造 つもりの盧舎那像である大仏の意匠が﹃八十華厳﹄が説 毘盧遮那についての内容と齟齬をきたすことが意識されるようになったためでもあるか しれない︒この点について詳しいところは︑今後の研究を待ちたい︒
　また︑望月信亨氏の研究をはじめとする近年の研究により︑ ﹃梵













実際に本にされたのは﹃六十華厳﹄であっ ︾ 以上については︑第二章第三節で見 よう ︑ ﹃続日本紀﹄によれば︑ ﹃華厳経﹄が本にされていたよう ある︒そして︑第二章第四節 よび第五節 見たように︑大仏の意匠は︑ ﹃八十華厳﹄の内容に違うが︑ ﹃六十華厳﹄の内容と齟齬をきたすものではないようである︒これらの点は︑以上の仮説が成立し得ることをしめすも であろう︒
　︽仮説②︑ところが︑ ﹃六十華厳﹄の内容には重大な欠落などがあ
り︑その箇所を補うため ﹃梵網経﹄の内容が援用された︾ 以上については︑第一章第七節で見たように︑ ﹃六十華厳﹄ は 我々人類が住む娑婆世界をはじめ三千大千世界が宇宙のどこに位置すか不明である点を見落としてはならないであろう︒おそらく意匠








も見えるものになってしまっ ︾ ︒以上については︑第二章第四節で︑大仏の意匠は︑ ﹃梵網経﹄の内容には符合する ︑ ﹃八十華厳﹄の内容には違うことを明 かに たつもりである︒
　筆者は思うに︑今日我々は﹃八十華厳﹄をもって大仏を見るため















22）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三 四）大正九︑
 六一六上﹁虛空無形色故︒如來法身亦




23）  ﹃探玄記﹄ （卷三）大正三十五︑





24）  ﹃望月佛教大辭典﹄毘盧遮那︑ 四三六七頁︒次を参照︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五中～四〇五下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷六）大正十︑
 二六中～二七上︒
（











27）  ﹃延曆僧録﹄東大居士傳（ ﹃東大寺要録﹄卷二） ︒
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30）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三十四）大正九︑
















33）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑








35）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




36）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑
 四二三上～四二六中︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷十三）
大正十︑
 六三上～六五下︒とくに次の内容は︑ ﹁百萬﹂の次の単位が﹁一億﹂





37）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




38）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑




39）  ﹃長阿含經﹄ （卷一八） 大正一︑







41）  ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五下～四〇六下︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）
大正九︑
 四〇七上～四〇七中︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑
 四一二中︒なお︑
﹃八十華厳﹄では︑⑤東北︑⑥東南︑⑦西南︑⑧西北の順となる︒ ﹃八十華嚴﹄（卷六）大正十︑
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7）  ﹃六十華嚴﹄ （卷六十）大正九︑
 七八八中︒
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次を参照︒中村元ほか編﹃岩波仏教辞典﹄ （岩波書店︑一九八 年） ︑毘
盧遮那︑六八二～六八三頁︒ ﹃望月佛教大辭典﹄毘盧遮那 四三六七～四三六九頁︒
（
15）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑




16）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五十六）大正九︑
 七五三下︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷五十七）大
正九︑
 七六三下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷七十四） 大正十︑
 四〇四下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷
七十六）大正十︑
 四一五下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷七十六）大正十︑
 四一六中︒
（
17）  ﹃八十華嚴﹄ （卷七十 ）大正十︑
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41）  ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
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大正九︑
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44）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑


























數世界︒諸佛子︒彼諸世界種︒於世界海中︒各各依住︒各各形狀︒各各體性︒各各方所︒各各趣入 各各莊嚴 各各分齊 各各行列︒各各無差別︒各各力加持︒諸佛子 此世界種︒或有依大蓮華海住 或有依無邊色寶華海住︒或有依一切真珠藏寶瓔珞海住 或有依香水海住︒或有依一切華海 或有依摩尼寶網海住︒或有依漩流光海住 或有依菩薩寶莊嚴冠海住︒或有依種種眾生身海住︒或有依一切佛音聲摩尼王海住︒如是等︒若廣説者 有世界海微塵數﹂ ︒
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58）  ﹃梵網經﹄ （卷二）大正二十四︑
 一〇〇三下～一〇〇四上﹁我今盧舍那︒
方坐蓮花臺︒周匝千花上︒復現千釋迦 一花百億國︒ 國一釋迦︒各坐菩提樹︒一時成佛道﹂ ︒
（
59）  ﹃梵網經﹄ （卷一）大正二十四︑
 九九七下﹁號爲盧舍那︒住蓮花臺藏世界海︒



















































班﹁日本庭園のあの世とこの世︿自然︑芸術︑宗教﹀ ﹂における筆者の担当テーマであった﹁仏教宇宙論と日本庭園﹂についての研究の成果の一部を発展させたもの る︒小稿作成にあたり︑阪田宗彦先生︑平岡昇修先生にご指導ご協力などをいただいた︒ して謝意を申し上げたい︒
